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調べたことを発表する６年生

優雅に舞を披露します

表彰される児童たち

水生生物調査の様子

仲良く姿を見せました

授業で学習した内容の復習テストです。国語、算

数ともにおおむね月１回行っています。作題者は校

長先生で、目標の得点の達成に向けて全児童が熱心

に取り組んでい

ます。１学期は

全員が目標を達

成し、校長先生

から表彰されま

した。

大田代小学校大田代小学校

児童数　19人
所在地　奥州市江刺田原字大平42番地
☎ 32-2333

国語大会・算数大会

大田代小学校は、1873（明治６）年に創立され、

150 年近い歴史があります。学区は江刺地域の南東

部に位置し、東側は一関市に接しています。学校は

学区のおおむね中央部、東北新幹線水沢江刺駅の南

東約６㎞の高台にあります。学校が現在の位置に建

てられたのは昭和 15 年で、昭和 50 年に今の校舎が

落成しています。２代目で 46 年目の校舎というこ

とになります。

　大田代地区には大田代教育振興会があり、地区の

全戸で構成されています。その多くがＰＴＡ会員に

もなっていて、学校を支えてもらっています。保護

者と地域の方のご理解とご協力の下、「明るく　た

くましく　精いっぱいがんばる　子ども」を目指し

て教育活動に取り組んでいます。

やまびこ集会

　授業で取り組んだことを全校に発表する、ミニ学

習発表会です。各学級がそれぞれ年に２回行いま

す。「音楽の合

奏」「教科書の

音読」「総合的

な学習の時間で

調べたことの発

表」など、内容

は さ ま ざ ま で

す。毎回、発表する側からは緊張感が感じられます

が、発表後には素直な驚きや頑張りをたたえる感想

が寄せられ、温かい雰囲気の会になっています。

大田代子ども神楽伝承活動

　 郷 土 の 理 解

と郷土愛を育成

し、自信と誇り

を持つことをね

らいとして、地

域に伝わる「川

内神楽」の演目

の一つを、学校

教育に取り入れたものです。昭和56年に始まってい

るので、40年近い歴史があります。６年生が中心と

なって下級生に踊りを教え、川内神楽保存会の方に

仕上げの指導を受け、伝承しています。毎年、５月

の運動会（今年は中止）と２月の伝承式で披露して

います。

水生生物調査

　市生活環境課の指導の下、隔年で学校近くを流れ

る釜ノ沢川の調査を全校児童で行っています。今年

の調査では、縦割り班ごとに川底の石をひっくり返

したり水際を探ったりして、カゲロウやヤゴ、カ

ワゲラ、サワガニなど、清流に多くすむ生物を発

見し、河原は

歓声につつま

れました。調

査の結果「水

質階級Ⅰ　き

れいな水」と

判定されまし

た。

　10 月のよく晴れた日の給食時間、児童が気付き

知らせてくれました。国の特別天然記念物の指定を

受けているカモシカ。美味しい給食の匂いにつられ、

山から降りて来たのかもしれません。

こんにちは、カモシカ親子
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ＩＬＣの最新動向が説明された
講演会


